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3． 弱 い 遍歴強磁性体 Feo．48Coo ，52　Si の 熱膨 張

清　水　
一

　明

　弱 い 遍歴強磁性 体Feo．獎8COo ．52Si に お け る磁気体積効果 を，そ の 熱膨張 の 面 か ら検証 した 。

　まず ， 今回の 研究 を進め る に あた り ， 小球試料を使 っ て の 光干渉法に よる 熱膨張測定装置 を設

計 ， 試作 した 。 測定は ， 温度範囲 5K 〜 340K の 聞で約 O．3K ／min の
一

定の 割合 い で 昇温 し

な が らお こ っ た 。

　解析 は ，Stoner−Edwards −Wahlfarth　ge論に基づ く方法 と，　 Self−Consistent−Renormaliza

tidn 理 論に基 づ く方法 の 両面 か ら進め，そ の 優位性 を調 べ た 。そ の 結果， α
nm を見積る 際に

デバ イ 温度 をパ ラ メ
ー

タ
ー とした場合， キ ュ リ

ー点以上に お い て 正 の 磁気的寄与が認め られ，

また キ ュ リ
ー

点以下 に お い て も， 自発体積磁歪 の 温度変化が SCR 理 論の 予 想する T4／3
則 に

近 い 変化 を示す こ とが見い だ され た 。 さ らに ， そ の 磁気 体積結合定数 は ， SEW 理 論に よ る 場

合 ｝こ は ， 4．5 〜 4．8 × 10
一7

［ 92 ノ。mu2 コ，
　SCR 理 論に よ る場合｝・・｝ま， 1．・1 × 10

“6
［92 ノ・mu2 ］

と い う値が得 られ た 。

4． YIG マ グ ノ ン 系 に お け る決定論的 カ オ ス の 観測

味　野　道　信

　YIG （Yttrium　Iron　Garnet ）の 平行励起実験を 8．　86　GHz の マ イ ク ロ 波を用い て ，温度

4，2K で 行 っ た 。 励起 を強 くす る に従 っ て マ グ ノ ン数に 37　kHz の 自励発振 が起こ り， 周期が

2 倍 の 成分が 発生 し た 後非周期発振が観測され た 。 こ の 非周期発振は基本周 期の 4 倍 ， 2 倍成

分を含む周期的発振を経て 再び単純な周期発振に 変化し た 。

　こ の 時観測 され た非周期発振に つ い て 解析 を行い 次 の 様 な結果 を得た 。

1． 3 次 元相空間で 運 動 を調タる と， カ オ ス 状態を示 す ス トレ ン ジァ トラ ク タ を形成 し て い る 。

　こ の ス ト レ ン ジァ トラ ク タ はそ の ボ ア ン カ レ 断面 を見 る と ほ とん ど厚 みが な く時間発展 と共

　に 引き延 ば し と折 り畳 み を繰 り返 し て い る 。 こ れ は ，散逸系に 発生す るカ ォ ス の 特徴 をよ く

　示 して い る 。
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